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●節電促進キャンペーン「あなたの家庭の節電力を認定します。」の取り組み結果について 

 

札幌市では、原子力発電に依存しない社会の実現を目指し、太陽光などの再生可能エネ

ルギーの活用や、節電をはじめとする省エネルギーの取り組みを進めており、その一環と

して、節電促進キャンペーン「あなたの家庭の節電力を認定します。」を実施しました。 

市民モニターに夏と冬にそれぞれ 3カ月間、電力消費量の前年同月比マイナス 15％を目

標に、節電にチャレンジしてもらった結果、夏、冬ともに、回答を得られた世帯（夏：359

世帯、冬：323 世帯）のうち、57％の世帯が目標を達成することができました。 

 市内の電力消費量の約 4 割が家庭におけるものであることから、札幌市では、これらの

市民モニターが行った省エネ・節電方法について、パンフレットの作成やホームページへ

の掲載のほか、各種イベント等のさまざまな機会を捉えて広く周知するなど、引き続き、

市民の節電・省エネ意識を高めるための取り組みを進めていきます。 

 

１ 節電促進キャンペーン（夏・冬）の取り組み結果について 

 夏 冬 

取組期間 3 カ月（8～10 月） 3 カ月（12～2 月） 

節電目標 前年比マイナス 15％ 

モニター世帯 500 世帯 516 世帯 

有効回答数 359 世帯 323 世帯 

節電達成状況 

  

15％以上削減 
204 世帯（57％）

15％未満の削減 
 101 世帯（28％） 

削減できず 
 54 世帯（15％） 

（有効回答：359 世帯）

15％以上削減 
 184 世帯（57％）

15％未満の削減 
 85 世帯（26％） 

削減できず 
 54 世帯（17％） 

（有効回答：323 世帯）

＜平均削減率 13.1％＞ 

節電（節約）41 kwh/月(－943 円) 

＜平均削減率 11.6％＞ 

節電（節約）48 kwh/月(－1,104 円) 
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